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研究要旨 

兵庫県は東西南北に広く、人口 540万人である。兵庫県の肝疾患診療に関わる二次医療圏

の各医療機関とのネットワークを構築し、中核施設を中心に県下全域の医療機関や職域を

含めた県民への啓発活動を目的に活動を開始している。二次医療圏は 10圏域あり、それぞ

れ肝炎医療コーディネーター（肝 Co）を配置し活動支援を行い、｢兵庫モデル｣の確立を目

指している。この数年は Covid-19の感染蔓延により、県民のみならず医療従事者への対面

での啓発活動が制限されており、紙面や Web での啓発資材の活用と推進が急務となってい

る。そこで、肝 Co の配置と配布媒体やデジタルコンテンツなどの活用による活動推進の効

果検証を行った。 

 

 

Ａ．研究目的 

兵庫モデルの確立のため、二次医療圏にお

ける肝疾患診療の均てん化と肝 Co の活躍

促進、コロナ禍において啓発ツールとして

のデジタルコンテンツの製作を行う。 

Ｂ．研究方法 

二次医療圏における医療の均てん化の目的

で拠点病院、専門医療機関、自治体、医師会

等と連携し中核病院の設置を行った。肝 Co

の活躍推進のため配置状況の把握、職種毎

の人数と専門医療機関の位置情報を加え、

今後の配置計画の必要性の見える化を行っ

た。 

コロナ禍における情報発信および啓発活動

の一環としてデジタルコンテンツと紙面に

よる受診や受検の啓発を行った。 

Ｃ．研究結果 

二次医療圏での専門医数および肝 Co の配

置状況の把握を行うことにより、兵庫県に

おける、中核施設ならびに自治体との連携

により今後の活動の方向が確立した。県内

における専門医偏在は明かであったが、拠

点病院と中核施設から医師を定期的に派遣

し、該当地区の協力医療機関や医師会へ情

報を発信し新規医療情報の提供を行うと共

に肝 Coの活躍の重要性を理解頂いた。 

 

 

 



肝 Co養成研修会は、コロナ禍よりオンラ

イン開催していたが、2022 年度からはオン

デマンド配信も導入することで、参加者が

増加した。 

各職種の肝 Co による講演や患者会を含む

パネルディスカッションなどをプログラム

に入れ、内容を充実させた。 

 

肝 Coの活動支援に関しては、患者会も含

め 2-3 ヶ月毎に Web ミーティングを行い、

各肝 Coの活動での課題を抽出、課題解決の

ための方法論やサポートについて拠点病院

と連携しながら進めてきた。 

さらに、肝 Co 動詞の横の連携の強化の１

つとして、LINE を立ち上げた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍において、デジタルコンテンツや

紙面の活用は必須の手法である。 

紙面としては、ひょうご≪紙上≫肝臓病教

室を作成し、各施設へ郵送するとともに肝

疾患センターのホームページでも閲覧可能

としている。 

またデジタルコンテンツとして、受診や受

験の啓発として、動画を作成した。この動画

もホームページから視聴可能としている。 

 

肝 Co が各種の肝疾患患者への運動必要性

の啓発ツールとして兵庫県肝臓体操の動画

を作成した。これはホームページへ掲載す

るとともに、DVDを作成し、各専門機関、協

力施設に郵送し、活用していただいている。 

 



 

 

 

Ｄ．考察 

これまで兵庫県では肝 Co は 1000 人以上

養成されているものの、具体的な活動内容

に関する不安も多くあり、十分活用出来て

いなかった。横の繋がりの強化の 1 つとし

て LINE を立ち上げたが、今後は二次医療圏

にエリアサポート Co 配置し、繋がりの強化

を図る。さらに知識や最新の情報を共有す

るために、年 1 回はレベルアップためのス

キルアップ研修会への参加を推進したい。

今後は肝疾患専門医療機関や県全域医療機

関への啓発活動も同時に進め、各機関にお

ける肝 Coの活動推進に繋げていく。 

県民へ広く受検や受診を啓発するためには

ウイルス性肝炎拾い上げは、院内連携特に

術前スクリーニング検査陽性後の適切な専

門医への紹介等の事業の促進、臨床検査技

師会との連携が必須と考え、2023 年より協

力活動が決定した。さらに、薬剤師会や歯科

医師会との連携も重要と考えており自治体

への働きを行う必要がある。 

Ｅ．結論 

二次医療圏における肝疾患診療の均てん

化と肝 Co の活躍促進の兵庫モデルの確立

した。デジタルコンテンツを制作し、肝炎対

策のステップ「予防」「受検」「受診」の啓発

を行った。 
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